
の
死
後　

年
を
経
た 
貞 
じ
ょ
う 
享 
４
年

き
ょ
う

１７

（
１
６
８
７
）
の
こ
と
で
、
八
兵

衛
に
仕
え
た
与
力
達
が
、
自
分
た

ち
を
採
用
し
て
く
れ
た
こ
と
へ
の

感
謝
の
念
を
込
め
、奉
納
し
た
と
、

位
牌
の
背
面
に
由
来
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

な
ぜ
、
奉
行
没
後
す
ぐ
に
作
ら

れ
る
べ
き
位
牌
が
、　

年
も
後
に

１７

な
っ
て
奉
納
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
？

　

そ
の
背
後
に
は
、
江
戸
時
代
前

期
の
下
田
で
奉
行
職
を
歴
任
し
、

大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
今
村
家

の
存
在
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

石
野
八
兵
衛
に
仕
え
た
与
力
達

は
、
八
兵
衛
へ
の
思
慕
の
情
を
持

ち
な
が
ら
も
今
村
家
に
遠
慮
し
、

八
兵
衛
以
後
二
代
続
い
た
今
村
家

の
奉
行
が
辞
す
る
の
を
待
っ
て
、

位
牌
を
納
め
た
と
思
わ
れ
、
こ
の

こ
と
は
、
与
力
と
奉
行
、
そ
し
て

歴
代
奉
行
間
の
微
妙
な
関
係
を
示

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

位
牌
は
三
百
年
を
経
た
今
日
で

も
、
大
安
寺
の
位
牌
堂
に
大
切
に

納
め
ら
れ
、
歴
代
住
職
に
よ
っ
て

手
厚
く
供
養
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�
�
５
０
５
５

　

４
月
初
旬
、
今
年
も
『
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
』
が
山
々
を
う
す
桃
色
に
染
め
ま

し
た
。
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
す

ら
覚
え
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
に
、 の
ん
び
り
と
休
め
た

日
曜
日
、『
蓮
台
寺
温
泉
お
さ
ん
ぽ

マ 
ッ 
プ
』
片
手
に
石
畳
の
小
路
が

６
４
０ 
ｍ
も
続
く 『
湯
の
華
小
路
』 を

散
策
し
ま
し
た
。『
下
の
湯
権
現
』
の

温
泉
に
ち
ょ
っ
と
触
れ
、
し
ば
ら
く

歩
く
と
伊
豆
の
横
道
三
十
三
観
音
十

九
番
札
所『
広
台
寺
』。
手
入
れ
が
行

き
届
い
た
境
内
で
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
白

い
花
を
咲
か
す
リ
キ
ュ
ウ
バ
イ
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
花
の
色
に

誘
わ
れ
て
裏
山
の
散
策
コ
ー
ス
に
足

を
伸
ば
す
と
、
例
年
よ
り
十
日
ほ
ど

開
花
が
早
い
台
湾
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
緑

の
木
立
の
中
で
五
分
咲
き
、 ま
さ
か
街

中
か
ら
こ
ん
な
近
い
所
で
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
の
群
生
が
見
ら
れ
る
な
ん
て
・・・
。

　

蓮
台
寺
温
泉
は
豊
富
な
湯
量
を
誇

り
ま
す
。
街
の
あ
ち
こ
ち
に
源
泉
か

ら
あ
ふ
れ
出
た
湯
が
流
れ
落
ち
て
お

り
、
手
を
触
れ
る
と
気
持
ち
よ
い
温

泉
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
昨
年
、
例
祭
に
招
待
い
た

だ
い
た
安
産
に
ご
利
益
が
あ
る
と
親

し
ま
れ
て
い
る
『 
天  
馬  
駒 
神
社
』
を

て
ん 
ぱ 

く

右
に
見
て
し
ば
ら
く
歩
く
と
、
天
狗

の
絵
が
守
り
本
尊
の『
上
の
湯
権
現
』

広報しもだ  ２００６. ５ 月号  －１２－

 
第
三
代
下
田
奉
行

 
石
野
八
兵
衛
位
牌
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10
の
そ
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���������������

置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

石
野
八
兵
衛
は
大
浦
に
あ
っ
た

船
改
番
所
へ
通
う
際
、
山
を
越
え

て
行
く
不
便
さ
を
解
消
す
る
た
め

に
切
通
し
を
開
削
し
、
ま
た
、
そ

れ
ま
で
は
奉
行
の
私
的
配
下
の
侍

に
行
わ
せ
て
い
た
検
問
を
、
奉
行

所
に 
与  
力 
（
奉
行
の
補
佐
役
と
し

よ 
り
き

て
幕
府
に
正
式
採
用
さ
れ
た
侍
）

を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
検
問

体
制
を
完
備
す
る
と
と
も
に
、
与

力
町
・
同
心
町
を
建
設
し
、
下
田

奉
行
所
の
支
配
体
制
を
完
成
の
域

に
導
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

位
牌
は
高
さ　

セ
ン
チ
の
木
製

４８

黒
漆
塗
り
で
、
前
面
の
扉
を
開
く

と
、
正
面
に
石
野
八
兵
衛
の
戒
名

が
書
か
れ
て
お
り
、
金
箔
が
貼
ら

れ
た
扉
の
内
側
に
は
、
位
牌
を
奉

納
し
た
与
力　

騎
の
名
が
墨
で
書

１１

か
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

こ
の
人
物
は
、
村
上
源
氏
の
流

れ
を
く
む
武
家
の
一
族
と
し
て
、

徳
川
幕
府
に
仕
え
、 上
総
国  
天  
羽 
・

か
ず
さ
の
く
に 
あ
ま 
は

 
周  
准 
両
郡（
現
在
の
千
葉
県
富
津
・

す 

ず

君
津
市
の
辺
り
）
を
領
地
と
し
て

い
ま
し
た
。

　
 
承 
じ
ょ
う 
応 
２
年
（
１
６
５
３
）、
今
村

お
う

伝
四
郎
に
続
く
第
３
代
下
田
奉
行

と
し
て
着
任
し
、 
寛  
文 
８
年
（
１

か
ん 
ぶ
ん

６
６
８
）
ま
で
の
約　

年
間
に
わ

１６

た
り
奉
行
職
を
勤
め
ま
し
た
。

�
�
�
��

�
�
�
	



　

江
戸
時
代
の
初
め
、
下
田
に
は

上
り
下
り
の
廻
船
を
検
問
す
る
た

め
の 
船 ふな 
改 
あ
ら
た
め 
番  
所 
（
海
の
関
所
）
が

ば
ん 
し
ょ

下
田
市
内
の
指
定
文
化
財

下下
田田
市市
内内
のの
指指
定定
文文
化化
財財

が
共
同
風
呂
の
奥
に
ひ
っ
そ
り
と
た

た
ず
ん
で
い
ま
し
た
。『
吉
田
松
陰
寄

寓
処
』
に
は
当
時
の
部
屋
や
、
よ
く

使
い
込
ま
れ
た
湯
槽
が
そ
の
ま
ま
残

さ
れ
、
黒
船
が
来
航
し
た
幕
末
の
歴

史
を
偲
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
ゆ
っ
く
り
と
歩

い
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

今
年
も
多
く
の
方
々
が
訪
れ
、
ま

た
来
日
中
の
ロ
シ
ア
の
女
性
画
家
ナ

タ
ー
リ
ア
が
「
白
、
赤
、
ピ
ン
ク
の

花
が
咲
き
誇
る
様
子
は
天
国
の
よ
う
」

と
表
現
し
た
鈴
木
芳
男
さ
ん
の
花
園

を
は
じ
め
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
み
ら

れ
る『 
枝  
垂 
れ 
花  
桃 
』。
着
々
と
花
の

し 

だ 

は
な 
も
も

名
所
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

後
日
開
催
さ
れ
た
文
化
祭
で
は
地
区

の
皆
さ
ん
の
結
束
し
た
強
烈
な
パ
ワ
ー

を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
提

案
で
す
が
、
全
戸
で
『
枝
垂
れ
花
桃
』

を
１
本
買
い
入
れ
、
家
の
周
り
に
植

栽
す
る
地
区
運
動
を
展
開
し
た
ら
如

何
で
し
ょ
う
！

　

多
く
の
文
人
・
文
豪
が
訪
れ
た
風

情
あ
る
下
田
の
奥
座
敷
蓮
台
寺
温
泉
。

数
年
後
に
は
河
津
桜
に
負
け
な
い

『
枝
垂
れ
花
桃
』
咲
き
乱
れ
る
桃
源

郷
が
実
現
し
ま
す
。

�������

下 
田 
市
長　

石 
井 
直 
樹

　

由
来
に
よ
れ
ば
、
こ
の
位
牌
が

奉
納
さ
れ
た
の
は
、
石
野
八
兵
衛

新
た
に
市
指
定
文
化
財
と
し
て
指

定
さ
れ
た
、「
第
三
代
下
田
奉
行 
石 いし

 
野  
八  
兵  
衛 
位
牌
」を
紹
介
し
ま
す
。

の 

は
ち 

べ 

い

由来が記された位牌の背面

－１３－  広報しもだ  ２００６. ５ 月号

　

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局

で
は
、
一
般
国
道
４
１
４
号　

伊

豆
縦
貫
自
動
車
道
（
下
田
市
〜
河

津
町
）　

一
般
国
道（
高
規
格
幹
線

道
路
）
の
改
築
事
業　

延
長
７
�

 （
下
田
市
〜
賀
茂
郡
河
津
町
）で
、こ

の
事
業
に
よ
り
環
境
影
響
を

受
け
る
と
思
わ
れ
る
地
域
に
お
い

て
、
静
岡
県
環
境
影
響
評
価
条
例

の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
省

中
部
地
方
整
備
局
が
作
成
し
た
環

境
影
響
評
価
方
法
書
を
縦
覧
し

ま
す
。

縦
覧
場
所

・
国
土
交
通
省
沼
津
河
川
国
道
事

務
所
調
査
第
二
課

・
静
岡
県
土
木
部
道
路
企
画
室

・
静
岡
県
下
田
土
木
事
務
所

・
下
田
市
役
所
建
設
課

・
河
津
町
役
場
建
設
課

縦
覧
期
間

５
月
８
日 （
月
） 〜
６
月
７
日 （
水
）

（
土
曜
日
及
び
日
曜
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
正
午
か
ら
１
時
間
を
除
く
）

　

こ
の
方
法
書
に
、
環
境
保
全
の

見
地
か
ら
、
書
面
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
見
書
の
提
出　

郵
送
に
て
提
出

提
出
期
限　

６
月　

日 （
水
） ま
で

２１

提
出
先　

〒
４
１
０
―

８
５
６
７

沼
津
市
下
香
貫

　

外
原
３
２
４
４
―
２

沼
津
河
川
国
道
事
務
所

　

調
査
第
二
課

中
部
地
方
整
備
局
長　

行

記
載
事
項

・
意
見
書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る

方
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
そ

の
他
団
体
に
あ
っ
て
は
そ
の
名

称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
）

・
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
（
下
田
市

〜
河
津
町
）　

環
境
影
響
評
価
方

法
書
と
記
載

・
方
法
書
に
つ
い
て
、
環
境
の
保

全
の
見
地
か
ら
の
意
見

注
意
事
項　

意
見
は
日
本
語
に
よ

り
、
意
見
の
理
由
も
含
め
て
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局

沼
津
河
川
国
道
事
務
所

�
０
５
５
―

９
３
４
―

２
０
１
０

建
設
課
伊
豆
縦
貫
道
係

�
�
２
２
１
９

　

敷
根
公
園
の
健
康
広
場
・
屋
内
温
水
プ
ー
ル
・
弓
道

場
の
使
用
料
が
７
月
１
日
使
用
分
よ
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
は
、
市
全
体
の
施
設
利
用
料
金
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
し
た
結
果
、
施
設
を
利
用
し
な
い

人
に
も
納
得
で
き
る
料
金
と
し
て
利
用
者
負
担
を
い
た

だ
く
よ
う
な
改
正
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

使
用
料
改
定
の
お
知
ら
せ

環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧

�
�
�
�
�
�
�
�	�
�
�
�
�
�
�
�
	

問
合
せ
先

　

建
設
課
都
市
住
宅
係　
　
　
　

�
�
２
２
１
９

　

敷
根
公
園
屋
内
温
水
プ
ー
ル　

�
�
６
３
３
３

�敷根公園健康広場使用料
1日午後午前時間区分

利用区分
8時30分～
16時30分

12時30分～
16時30分

8時30分～
12時30分

6，400円3，200円3，200円市内
一　般

全面使用
12，800円6，400円6，400円市外

3，200円1，600円1，600円市内高校生
以下 6，400円3，200円3，200円市外

3，200円1，600円1，600円市内
一　般

片面使用
6，400円3，200円3，200円市外

1，600円800円800円市内高校生
以下 3，200円1，600円1，600円市外

�敷根公園屋内温水プール使用料
使用料利用区分

1コース1時間毎に1，500円市内
一　般

専用使用
をする
場合

1コース1時間毎に2，000円市外

1コース1時間毎に1，200円市内高校生
以下 1コース1時間毎に1，600円市外

1人1回2時間以内につき500
円・回数券12回券5,000円一 般

専用使用
をしない
場合

1人1回2時間以内につき400
円・回数券12回券4,000円

高校生、中学
生、高齢者

1人1回2時間以内につき250
円・回数券12回券2,500円小 学 生 以 下

�敷根公園弓道場使用料
1日夜間午後午前時間区分

利用区分
8時30分 ～
20時30分

17時00分～
20時30分

12時45分～
17時00分

8時30分～
12時45分

5，400円1，800円1，800円1，800円市内
一般

専用使用
をする
場合

10，800円3，600円3，600円3，600円市外

2，700円900円900円900円市内高校生
以下 5，400円1，800円1，800円1，800円市外

1人1回4時間以内につき250円 ・ 回数券12回券2，500円一　　　般専用使用
をしない
場合 1人1回4時間以内につき150円 ・ 回数券12回券1，300円高校生以下

備考：市内とは、下田市または南伊豆町 （温水プール使用を除く） に住所を有する方及び本市内
の学校又は事業所に通学、通勤している方をいい、市外とは、市内以外の方。
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敷
根
公
園
有
料
公
園
施
設


